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RNA interference (RNA干渉)は、昆虫および植物において、主要な抗ウイルス免疫として働く。
しかし、これらの生物はウイルス感染によって、何百もの遺伝子群を発現誘導することも知られ
ている。この誘導反応が、どのように抗ウイルス免疫として寄与するのか、その分子機構は不明
な部分が多い。今回我々は、ショウジョウバエをモデルとして用い、細菌に対する誘導免疫機構
であるIMD経路の一部の因子群、すなわちdIKKβとRelishが、抗ウイルス免疫経路に関与すること
を発見した。この経路の活性化には、STING (ショウジョウバエでは相同遺伝子dSTING) が関与
していた。哺乳類においてSTING (stimulator of interferon genes) はインターフェロン誘導経路の
要であり、ウイルス感染の情報を細胞質内で受け取り、最終的にインターフェロンを発現させる。
興味深いことに、無脊椎動物であるショウジョウバエは、このインターフェロン反応を持たない。
我々は、dSTINGがdIKKβの上流で働き、インターフェロンとは異なる抗ウイルス因子Nazo (謎)を
発現することを見出した。以上の結果から、ショウジョウバエで発見した抗ウイルスシグナル伝
達経路STING- IKKβ-NF-κBの起源は非常に古く、哺乳類が他の生物から分かれた時、既に機能し
ていたことを示唆する。
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